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  て、俊蔭を召す。参れるに、ことのよしを詳しく問ひたまひてのたまはく、「この奉れ 
  る琴の声、荒きところあり。しばし弾きならして奉れ」とのたまふ。「人の国の人なれ 
  ば、渡りて久しくなりにけり。そのほどはいたはりて候はせむ」とのたまへば、俊蔭 
  申す、①「日本に年八十歳なる父母侍りしを、身捨ててまかり渡りにき。今は塵灰にも 
  なりはべりにけむ。白き屍をだに見たまへむとてなむ、急ぎまかるべき」と申す。②帝、 












  語に絵にしるしたる同じ事なり。日本のてんふ渡いて関をいるゝに、①中納言ひきつく 
  ろひて、いみじく用意し給へるかたちありさま、光るやうに見ゆるを、②この国の人々 
  めづらかに見たてまつりおどろきて、めでたてまつる事かぎりなし。昔のわうかくし 
  やうの居けるかうそうに、中納言のおはしまし所、③心ことに玉をみがき、かゝやくば 
  かりにしつらひて据ゑたてまつる。（上巻・４頁） 
 







  ありさまを御覧ずるにたぐひなし。②そこら集ひたる大臣公卿、「日本はいみじかりけ 
  り。かゝる人のおはしましけるよ」とおどろきて、「いにしへ、河陽県に住みけるはく 
  かんこそは、我世にたぐひなきかたちの名をとどめたるも、愛敬のこぼるばかり匂へ 
  るかたは、さらにかゝらざりけり」と定めけり。③題を出して文を作り、遊びをしてこゝ 
  ろみるにも、この国の人にまさるはなかりけり。「この人の事をこそ見ならひとむべか 
  りけれど、このことゝては、何事をかは中納言には伝へならはすべき」と、④帝もおぼ 
  しめしおどろきて、たゞこの中納言を、朝夕にもてあそびなづさひたてまつるに、い 
  みじう憂へをやすめ、思ひをのぶる事に思へり。（上巻・１５頁） 
 
〔四〕⑤御子たち大臣公卿あつまりて、文作り遊びをし給にも、此中納言にしくものなく、 
  ⑥「めづらかにいみじかりける世の人かな」と、御門をはじめたてまつりて、あるかぎ 




























  こぶる恥づる気有り。密かに相議りて云はく、「③我ら安からぬ事なり。まづ普通の事 
  に劣るべからず。日本国の使到来せば、楼に登らしめて居しめむ。この事委かに聞か 
  しむべからず。また件の楼に宿る人、多くはこれ在り難し。しかれば、④ただまづ楼に 
  登らせて試みるべし。偏へに殺さば忠しからざるなり。帰さばまた由なし。留まりて 
  居らば、我らのためにすこぶる恥有りなん」と。楼に居しむる間、深更に及びて、風 
























  ていよいよ感じて云はく、「希有の事なり」と云ひ思ひしに、その夕、また鬼来たりて 
  云はく、「①この国に議る事あり。日本の使の才能は奇異なり。書を読ましめて、その 






































































  と見て、旅寝も露けかるまじう思ひおきてつつ、かまかに心しらへば、宰相もかたみ 
  に文作り交して、興ありと思へれば、②かくめづらしき人の出で来添ふを、なほかしこ 
  き国と思へり。（２９頁） 
 〔二〕③なにごとも、すべて本の国の人、及びがたくのみあるにつけて、人はめざましう 
  思ふかたもあれど、（３１頁） 
 〔三〕いたはらせたまへど、④国の習い、いともきをりにことごとしくて、いささかの違ひ目あら 
  ば、かならず重き過ちとなりぬべきを見るに、心を添へて慎みたれば、ただひとり寝 
























  またかかる人もありけり」と驚かるれば、まづところのさまもゆかしうて、右につき 
  てまはり見れど、すべて人のけはひもせず、見る人をあやしと問うこともなし。 








  ぬ。古里にていみじと思ひし神奈備の皇女も、見あはするに、鄙び乱れたまへりけり。 








  との国人、情ばかりの言の葉だに絶えて、うち忘れたまへるに、③神奈備の皇女、「あ 
































  そこひも知らず見えたまふ。国の親と聞こゆべくもあらず、若う、けうらにて、ただ 
  民安く、国栄ふべきことをのみ聞こえ知らせたまふ。人々候ひて、日も暮れゆけば、 












  れば、上達部に加はりぬ。参議右大弁中衛中将をかけたり。（中略）心強くふりはへ思 
  ひ立ちし道なれど、②野山の木草、鳥の音まで、恥づかしき目移りの卑しさ、国のさま、 











































  に向かひてのみこそあれ。されば、王子猷は戴安道を訪ね、簫史が妻の月に心を澄ま 
  して雲に入りけむも、ことわりとぞおぼえはべる。この世にも、月に心を深く染めた 







  の文字といふものなからましかば、今の世の我らが片端も、いかでか書き伝へましな 





  る、御いらへは申さで、あざやかに居直りて、笏と扇とを打ち合はせて、『あな尊』謡 
  ひたるほど、后に御覧じ合はせて、后は我が世の第一のかたち人なり、中納言は日本 
  にとりてすぐれたる人なんめり、と御覧ずるに、『月日の光を並べて見る心地して、め 
  でたくいみじ』とおほせられたるほどなどこそ、まことにめでたくいみじけれ。（２３５頁） 






  渡るまではめでたし。その母、河陽県后さへ、この世の人の母に手、吉野の君の姉な 
















  へなかりつるながめは、少し紛れぬれど（同） 
 〔七〕知り知らぬ秋の花、色を尽くして、いづこをはてともなき野原の、片つかたはは 
  るかなる海にて、寄せ返る波に月の光を浸せるを（３４頁） 
 〔八〕さま異なる舞姫ども数知らず、花のごと飾りて、えも言はぬ調べをととのへ、こ 
  の国の顔よき人を集めて、（３３頁） 
 〔九〕同じ月日も、ところがらは久しき心地するに、ひとり寝の秋の夜は、まして思ひ残す 






























































































































































2 樋口芳麻呂 久保木哲夫・校注、訳『新編日本古典文学全集４０ 松浦宮物語 無名草子』（小学館／１９９９・５）
２３９頁。以下、『無名草子』および『松浦宮物語』の本文の引用は同書に拠る。 
3 中野幸一・校注、訳『新編日本古典文学全集１４ 宇津保物語①』（小学館／１９９９・６）に拠る。 
4 以下、『浜松』の引用は、中西健治『浜松中納言物語全注釈 上下巻』（和泉書院／２００５・２〔両巻〕）に拠る。 






















－ 414 － 
に簫を吹き月ばかり賞でていると、鳳凰に導かれて雲の上に消え去ってしまう。 
13 久保田淳『訳注 藤原定家全歌集 上下』（河出書房／上巻＝１９８５・３〔初版本〕／下巻＝１９８８・３
〔再版本〕（初版本は１９８６・６））に拠る。以下、定家の和歌については同様に、通し番号もこれに拠る。 
14 注２と同書、樋口芳麻呂「『松浦宮物語』解説」。 
15 注１に同じ。 
16 謝奏「『明月記』に見る藤原定家の漢籍受容」（神戸大学国際文化学会「国際文化学」第十三号／２００５）
波線は筆者による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
